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は
じ
め
に

江
戸
末
期
の
考
証
学
者
狩
谷
枚
斎
二
七
七
四
～
一
八
三
五
)
は
、
平
安

時
代
の
成
立
に
な
る
意
義
分
類
体
の
辞
書
「
和
名
類
東
抄
」
の
r
訂
本
」
及

び
注
釈
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
の
注
釈
は
、
従
来
明
治
十
六
年
に
内
閣
印
刷
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
r
集

注
倭
名
類
衆
抄
」
に
基
づ
い
て
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
か
ら
「
古
典

索
引
叢
刊
」
の
一
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
明
治
十
六
年
刊
本
が
、
枚
斎
没
後
、
森
立
之
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
枚
斉
の
考
証
の
全
貌
を
正
確
に
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
川
瀬

(

注

-

)

(

注

2

)

一
馬
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
杉
本
つ
と
む
氏
、

(
注
3
)

坂
梨
倍
博
氏
等
に
よ
り
、
そ
の
欠
を
補
う
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
、

通
行
の
テ
キ
ス
ト
を
枚
斎
の
研
究
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
書
の
書
名
に
つ
い
て
、
川
瀬
氏
は
、
「
集
注
は
、
第
三
稀
以
前
は
、
「
考

琵
」
と
還
し
て
お
り
、
第
三
稀
か
ら
書
名
を
変
更
し
た
様
で
あ
っ
て
(
r
古

辞
書
の
研
究
」
三
天
頁
)
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
杉

本
つ
と
む
氏
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
稿
本
に
は
渋
江
抽
枚
束
の
手
で
「
倭
名

類
東
抄
集
注
」
と
記
さ
れ
、
「
考
課
」
と
題
す
る
も
の
が
無
い
こ
と
か
ら
、

(
ォ
"
)

本
書
の
名
称
は
「
和
名
類
東
抄
集
注
(
和
と
倭
は
通
用
)
」
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
亀
田
次
郎
氏
も
、
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本
の
紹
介
の
中
で
、
同
様

(
注
5
)

の
指
摘
を
さ
れ
た
。

r
国
書
総
目
録
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
諸
本
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
集

注
」
と
題
す
る
も
の
と
「
考
課
」
と
題
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
(
)
内
は
、

冊
数
、
或
い
は
残
存
巻
数
を
示
す
。

国
会
(
十
冊
)
・
国
会
亀
田
(
巻
1
四
五
六
九
十
)
・
静
轟
堂
(
十
一
冊
)
・

官
尊
(
十
冊
)
・
慶
大
斯
道
(
二
冊
)
・
東
大
(
二
十
冊
・
十
二
冊
)
・
東

大
本
居
(
六
冊
)
・
東
北
大
狩
野
(
桔
梗
考
の
う
ち
)
・
日
比
谷
河
田
(
巻

四
八
九
十
)
・
金
刀
比
羅
(
六
冊
)
・
山
口
(
四
冊
)
・
鈴
鹿
(
十
冊
)
・
大

東
急
(
十
六
冊
)
・
穂
久
遵
(
十
九
冊
)
・
無
窮
会
神
習
(
巻
七
八
九
十
)

r
発
注
し
冒
頭
は
、
-
外
題
・
2
総
目
・
3
枚
斉
の
「
謹
按
」
と
い
う
文
・

4
新
校
正
倭
名
類
衆
抄
所
穣
諸
本
・
5
倭
名
類
衆
抄
序
と
い
っ
た
要
素
か
ら

な
る
が
、
そ
の
内
容
を
比
較
し
得
た
諸
本
の
中
で
巻
首
を
有
す
る
八
本
に
つ

い
て
、
当
該
要
素
の
有
無
及
び
書
名
の
表
記
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

-

二

一

一

-



不破浩子

内
閣
文
庫
蔵
二
稿
本

内
閣
文
庫
蔵
中
浄
書
本

静
養
堂
文
庫
蔵
本

国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本

鈴
鹿
文
庫
蔵
本

東
大
本
居
文
庫
蔵
本

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本

-

×

2

0

3

0

1
倭
名
類
東
抄
集
注

-
和
名
類
衆
抄
考
謹

-
倭
名
類
衆
抄
集
注

-

×

2

0

3

0

1
和
名
類
衆
抄
集
注

-
和
名
抄
集
注
2
0

1
和
名
類
東
砂
考
詮

242224

030000×○

50

3

×

4

×

5

0

3

0

4

0

5

0

3
0
4
0
5
×
(
I
の
次
に
、
幸
福
嗣
興
の
識
語
あ
り
)

5
0
(
こ
の
下
に
「
湯
島
狩
谷
望
之
集
注
」
と
記
す
)

30

040

30

4
0
5
0
(
こ
の
下
に
「
湯
島
狩
谷
望
之
集
注
」
と
記
す
)

5
0
(
こ
の
下
に
「
湯
島
狩
谷
望
之
集
注
」
と
記
す
)

4

0

5

0

!

扇

‥

右
の
よ
う
に
、
「
集
注
」
や
「
考
謹
」
と
い
う
外
題
は
、
内
容
の
別
と
は

直
接
関
連
性
が
な
い
。
例
え
ば
、
鈴
鹿
文
庫
蔵
本
に
は
、
巻
一
の
下
冊
の
最

後
に
「
和
名
抄
考
琵
第
一
<
墨
付
八
十
九
丁
>
慶
応
四
年
六
月
八
日
書
写
逐

功
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
「
集
注
」
と
い
う
外
題
を
有
す
る
本
居

文
庫
蔵
本
・
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
「
和
名
抄
集
注
」
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、

渋
江
抽
枚
斎
の
手
に
よ
っ
て
「
集
注
」
と
題
さ
れ
た
稿
本
を
書
写
し
た
系
統

の
も
の
は
、
「
倭
名
類
東
砂
集
注
四
(
東
京
都
立
図
書
館
河
田
文
庫
蔵
本
)
」

「
右
件
倭
名
類
東
砂
集
註
第
四
巻
。
始
白
装
束
部
至
飲
食
部
索
餅
。
其
帖
数

四
十
五
頁
。
嘉
永
五
年
龍
次
壬
子
仲
秋
前
十
日
。
江
戸
玉
池
寓
居
。
村
上
正

直
左
門
盤
激
写
(
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本
)
」
の
よ
う
に
「
集
注
」
と

題
し
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
鹿
文
庫
蔵
本
・
本
居
文
庫
蔵
本
・
神
習
文
庫
蔵

「
和
名
抄
集
注
」
の
三
本
は
、
「
源
順
序
」
の
r
集
注
」
の
は
じ
め
に
「
湯
島

狩
谷
望
之
集
注
」
と
あ
る
。
序
注
の
部
分
は
、
写
本
に
よ
っ
て
、
「
異
健
字

耕
」
に
入
れ
る
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
、
す
で
に
そ
の
部
分
が
切

-
出
さ
れ
て
除
か
れ
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
蔵
の
二
稿
本
・

三
稿
本
は
南
本
と
も
そ
の
異
体
字
関
係
注
記
含
ん
だ
ま
ま
、
囲
み
に
よ
っ
て

他
の
注
釈
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
注
記
は
、
の
べ
一
四
項
目
あ
る
。

○
は
そ
の
注
記
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
×
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

-
は
、
存
在
す
る
注
記
が
囲
み
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

出
現
順
に
番
号
を
つ
け
る
。
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-
倭
名
類
衆
抄
序

2
鍾
愛

3
永
辞
親
閲

4
万
物
之
名

5
文
革

6
頁
揚

7
芋
幹

8
其
注

9
稀
負
之
号

1
0
礎
石

1
1
香
煙

1
2
別
号

1
 
3
日
和
名
類
衆
抄

1
4
注
締

内
2
内
3
静
嘉
鈴
鹿
本
居
神
美
神
考

○

○

×

×

-

○

×

×

-

○

×

×

-

○

×

×

-

○

×

×

-

○

×

×

××××××

×○×00

1×××

○×〇〇〇〇〇

×○××××××

×○××××××

×○××××××

〇〇〇〇〇〇×

・
神
業
-
神
習
文
庫
蔵
「
和
名
抄
集
注
」

・
神
考
-
神
習
文
庫
蔵
「
和
名
類
衆
抄
考
課
」

○×〇〇〇〇〇

右
の
う
ち
、
-
・
s
は
「
和
・
倭
」
、

o
o
"
^
は
「
注
・
註
」
、

<NIは

「
号
・
壊
」
と
い
う
同
一
の
異
体
字
に
関
す
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
.

二
稿
本
の
「
異
懐
字
排
」
で
は
、
c
F
>
に
関
し
て
は
、
ど
ち
ら
も
「
別

号
」
の
「
号
」
の
意
味
な
の
で
、
一
箇
所
に
ま
と
め
、
「
錘
・
鐘
」
「
辞
・
辞
」

「
万
・
寓
」
「
華
・
花
」
「
豪
・
褒
」
「
幹
・
隷
」
「
注
・
註
」
「
号
・
渡
」
「
磁
・

磁
」
「
櫨
・
鐘
」
「
注
・
註
」
の
十
種
〓
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
「
和
・
倭
」

は
本
書
の
書
名
の
表
記
に
か
か
わ
る
の
で
、
「
校
翁
」
で
は
な
-
r
集
注
j

本
文
に
お
い
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
蓮
を
、
序
中
初
出
の

I
の
箇
所
で
論
じ
る
か
、
「
名
目
」
と
い
う
序
の
末
尾
の
方
で
論
じ
る
か
で
、

写
本
は
二
系
統
に
分
か
れ
、
「
湯
島
狩
谷
望
之
集
注
」
と
い
う
記
述
を
も
つ

の
は
後
者
で
あ
る
。
外
形
的
な
面
か
ら
見
る
と
、
は
じ
め
に
こ
う
し
た
分
量

の
多
い
注
釈
を
置
-
の
は
均
衡
を
欠
-
し
、
「
湯
島
狩
谷
望
之
集
注
」
と
い

-
義
-



不破浩子

う
記
載
を
す
る
適
当
な
場
所
を
失
う
こ
と
に
な
る
.
「
校
翁
」
と
し
て
こ
の

注
を
も
つ
の
が
写
本
の
中
で
も
高
次
の
段
階
で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
「
集
注
」
と
い
う
書
名
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
、
書

物
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
等
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
渋
江
抽
嘉
が
公
刊
を
指
揮
遂
行
し
た
成
著
と
し
て
の
書

名
は
「
集
注
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
枚
斎
の
意
志
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

い
う
説
が
説
得
力
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
璽

で
は
、
「
集
注
」
の
前
は
「
考
琵
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
川
瀬
一
馬

氏
の
説
は
「
徴
証
が
得
ら
れ
な
い
」
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
川
瀬
氏
が
、
内
閣
印
刷
局
よ
り
公
刊
さ
れ
る

以
前
に
転
写
さ
れ
た
稿
本
が
諸
所
に
存
し
て
お
り
、
「
そ
れ
等
稿
本
の
中
に

は
、
初
稿
本
を
侍
へ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
-
、
又
、
抽
京
等
が
整
理
を
行
っ
た

(
注
7
)

第
三
稿
本
の
姿
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
」
と
し
て
'
静
義
堂
文
庫
に
蔵
す
る

い
く
つ
か
の
転
写
本
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
神
習

文
庫
蔵
の
「
考
護
」
は
初
稿
本
の
転
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
す
る
と

成
著
「
集
注
」
以
前
の
、
書
名
も
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
転
写
さ
れ
て
い

た
事
実
が
確
認
で
き
、
そ
れ
が
「
考
置
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定

で
き
る
.
「
集
注
」
と
は
自
著
に
対
す
る
謙
辞
で
あ
り
、
他
人
の
著
述
を

「
集
注
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
も
、
公
刊
が
本
格
化
す
る
前
の

転
写
の
過
程
で
「
考
澄
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
想
定
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
。

9
I
E

棟
斎
の
r
和
名
抄
」
に
関
す
る
注
釈
は
、
本
文
校
訂
に
関
わ
る
諸
本
と
の

異
同
や
異
体
字
に
関
す
る
も
の
と
、
内
容
そ
の
他
に
関
す
る
も
の
と
が
あ
り
、

前
者
は
「
校
翁
」
「
異
債
字
耕
」
と
し
て
巻
末
に
後
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
棟
斎
自
身
が
「
校
謁
」
の
冒
頭
で
、
そ
の
日
的
と
意
義
を
明

ら
か
し
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
に
写
本
間
で
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

1
所
拠
京
本
、
時
有
翁
脱
。
今
従
諸
本
改
正
。
然
恐
僕
之
浅
学
有
金
根
之

誤
。
故
悉
掲
原
字
、
以
発
其
綻
。
若
僕
謬
改
、
希
正
於
後
之
君
子
耳
。

(
内
閣
文
庫
蔵
二
稿
本
・
神
習
文
庫
蔵
「
考
詮
」
)

‥
1
1
所
拠
京
本
、
時
有
翁
脱
。
今
従
別
本
改
正
O
但
悉
掲
原
字
、
不
没
其
捉
O

別
本
之
誤
、
二
本
以
上
同
者
、
及
活
字
本
・
刻
版
本
誤
者
、
亦
附
載
干

此
。
恐
以
是
為
非
之
謬
、
僕
之
浅
学
、
戎
有
金
根
之
誤
、
希
正
於
後
之

君
子
耳
。
(
内
閣
文
庫
蔵
三
稿
本
・
亀
田
文
庫
蔵
本
・
鈴
鹿
文
庫
蔵
本
・

本
居
文
庫
蔵
本
・
神
習
文
庫
蔵
「
集
注
」
)

1
の
内
閣
文
庫
蔵
二
稿
本
に
は
、
訂
正
書
き
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
う

と
・
・
-
H

-
.
-
I
の
文
章
に
な
る
o
神
習
文
庫
蔵
「
集
注
」
は
、
訂
正
書
き
入
れ
以
前
の

形
を
承
け
て
お
り
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
、
訂
正
書
き
入
れ
に
従
い
な
が
ら
、

ま
だ
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
1
は
、
規
範
と
す
る
に
足
る
校
訂
本
文
を
提
示
す
る
に
当

た
り
ど
こ
が
底
本
と
異
な
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
底
本
を
改
め
た
箇
所
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
お
-
こ
と
で
、
校
訂
本
文
と
現
存
写
本
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と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
お
き
、
よ
り
勝
れ
た
校
訂
本
文
作
成
へ
の
道
を
開

い
て
お
-
と
い
う
目
的
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
‥
1
1
は
、
底
本
の

改
訂
に
関
与
し
な
い
異
同
で
あ
っ
て
も
、
選
定
し
た
参
訂
諸
本
の
二
本
以
上

に
共
通
す
る
異
同
は
そ
れ
を
記
録
し
て
お
-
こ
と
、
現
在
通
行
し
て
い
る
活

字
本
・
刻
坂
本
の
誤
り
の
指
摘
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
業
練
を
正
確
に
評
価

し
批
判
し
て
お
-
と
い
う
意
味
で
、
新
た
に
「
訂
本
」
を
提
示
す
る
上
で
の

必
須
要
項
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
I
か
ら
‥
1
1
へ

の
加
筆
訂
正
は
、
「
校
翁
」
の
内
容
及
び
、
自
著
の
中
に
お
け
る
位
置
付
け

に
関
す
る
認
識
の
変
化
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
(
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら

見
て
も
、
神
習
文
庫
蔵
「
考
課
」
が
内
閣
文
庫
蔵
二
稿
本
の
書
き
入
れ
前
の

段
階
で
転
写
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
詳
細
な
検
討
は
後

に
譲
る
。
)

先
ず
、
通
行
本
の
定
位
及
び
諸
写
本
の
関
係
を
考
え
る
上
で
参
照
し
た
稿

本
及
び
写
本
と
そ
の
残
存
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
便
宜
的
に
各
写
本

に
番
号
を
つ
け
、
巻
の
存
否
を
○
×
で
示
し
た
。
(
以
下
、
写
本
は
①
～
⑨

の
番
号
で
示
す
)
内
閣
文
庫
蔵
の
二
稿
本
・
三
稿
本
の
別
に
つ
い
て
は
、
高

梨
氏
の
整
理
に
し
た
が
っ
た
。

①
内
閣
文
庫
蔵
二
稿
本

②
内
閣
文
庫
歳
三
端
本

③
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

④
亀
田
文
庫
蔵
本

⑤
鈴
鹿
文
庫
蔵
本

⑥
河
田
文
庫
蔵
本

⑦
本
居
文
庫
蔵
本

⑧
神
習
文
庫
蔵
「
集
注
」

⑨
神
習
文
庫
蔵
「
考
澄
」

巻
九
冊

十
一
冊
十
冊
八
冊

十
1
冊
四
冊
六
冊
五
冊
九
冊

H

c

q

n

^

w

ォ

3

t

-

c

o

o

2

○

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

○

○

×

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

○

×

×

×

○

×

〇

〇

〇

×

×

○

×

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

×

(
巻
三
・
八
・
九
に
つ
い
て
は
初
稿
本
〔
特
〕
、
巻
三
に
つ
い
て
は
三
稿
本
の
零
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
〔
特
。
。
〕
が
、
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
以
下
、
前
者
を
内
2
4
、
後
者
を
内
2
 
8
と
略
称
す
る
こ
と
に
す
る
)

!
表
-
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「
校
讃
・
異
健
字
排
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
現
在
通
行
し
て
い
る
の
は
、

珍
書
保
存
会
本
と
京
大
本
で
あ
る
が
、
珍
書
保
存
会
本
は
、
大
槻
文
彦
蔵
本

を
、
正
宗
敦
夫
・
山
田
孝
雄
両
氏
が
書
写
校
訂
し
た
も
の
で
、
大
槻
氏
が
書

本
に
存
す
る
誤
り
と
判
断
さ
れ
た
箇
所
(
脱
字
・
誤
字
等
二
三
箇
所
)
を
頭

注
に
し
、
巻
末
に
山
田
氏
に
よ
る
、
正
宗
氏
の
誤
写
及
び
、
大
槻
蔵
本
に
存

し
た
と
推
測
さ
れ
る
誤
り
の
指
摘
が
あ
る
。
京
大
本
は
、
野
口
怪
童
氏
編
の

曙
社
刊
行
本
を
復
刻
し
た
も
の
で
、
木
村
正
辞
蔵
本
を
森
棋
園
子
女
が
書
写

し
た
も
の
に
基
づ
-
。
野
口
氏
が
そ
の
序
言
に
「
ひ
た
す
ら
校
合
を
精
密
に

し
、
誤
謬
な
か
ら
ん
こ
と
に
是
れ
努
め
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
珍

書
保
存
会
本
で
指
摘
さ
れ
た
誤
-
の
約
半
分
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

阪
倉
篤
義
氏
は
、
京
大
本
の
解
題
の
中
で
、
「
両
者
は
互
い
に
異
な
っ
た

段
階
で
の
枚
嘉
の
稿
本
を
反
映
す
る
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
、
安
田
章
氏
作
成

の
校
異
は
六
三
〇
箇
所
余
り
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
野
口
氏
の

所
謂
「
正
宗
氏
の
誤
写
」
を
訂
正
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
相
違
六
七
例
も

含
ま
れ
、
山
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
異
同
で
安
田
氏
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
も
二
三
例
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
相
違
箇
所
の
正
確
な
数
を
算
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
、
安
田
氏
の
認
定
さ

れ
た
両
者
の
相
違
箇
所
に
つ
い
て
、
珍
書
保
存
会
本
と
京
大
本
の
各
々
が
ど

の
写
本
と
一
致
す
る
か
を
見
て
み
た
。
そ
れ
を
数
値
で
示
し
た
の
が
、
表
I

で
あ
る
。
(
k
は
京
大
本
、
C
は
珍
書
保
存
会
本
を
示
す
)

こ
れ
に
よ
る
と
、

そ
の
異
同
が
①
と

③
と
の
異
同
に
か

か
わ
る
場
合
、
珍

書
保
存
会
本
は
、

巻
一
・
三
・
五
・

六
・
七
・
八
・
九
・

十
に
関
し
て
は
③
I

に
、
巻
二
・
四
に
表

関
し
て
は
②
に
一

致
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
但
し
、

両
者
の
相
違
の
う

ち
、
異
体
字
に
関

す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
異
体
字
の

認
定
と
い
う
問
題

ー
吊
-

巻 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

k C k C k C k C k C k C 近 C k C k C k C

① 16 14 2 10 8 14 13 10 4 13 22 ll 6 8 1 10 5 3 ll

② 6 5 2 15 8 13 18 42 29 49 39 27 15 25 2 2 4 43 2 13

③ 9 20 9 10 6 28 ll 12 24 56 16 50 12 30 12 41 4 46 3 23

㊨ 6 4 4 19 42 25 51 40 28 10 33 1 9

⑤ 15 13 4 ll 13 19 15 42 24 55 14 50 ll 26 13 39 7 50 2 23

ゥ 3 17 43 14 42 2 13

⑦ 15 12 13 15 18 39 23 55

⑧ 15 12 13 15 18 39 23 55

⑨ 13 10 8 ll 7 23 ll 13 24 45 15 50

× 7 4 10 2 23 7 37 18 45 21 33 19 24 9 40 12 34 3 22

が
個
人
差
を
無
視
で
き
な
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
書
写
者
に
よ
っ
て

は
、
安
田
氏
の
認
定
さ
れ
た
異
体
字
を
区
別
す
る
意
識
を
も
た
な
い
こ
と
も

あ
る
。
例
え
ば
、
②
④
⑥
及
び
⑤
⑦
⑧
は
、
同
一
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
が
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
)
、
次
の
よ
う
に
字
体
の

異
同
が
見
ら
れ
る
。
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・yケ雷警

曙
社堰改

(
の
③
)

童
(
⑤
⑦
)

腰
(
喜
)

珍
書
保
存
会

そ
の
他

堰
(
①
③
⑤
)

致
(
①
②
③
④
⑤
⑥
)

室
(
②
④
塞
)

隠
(
⑤
)

堰
(
⑦
⑧
)

隠
(
⑦
⑧
)

ク
塩
(
②
善
)
塩
(
⑤
⑧
)

巻
五
穀
(
④
⑤
)
穀
(
①
②
③
⑦
)

ク
穀
(
①
②
③
)
穀
(
④
⑤
⑧
)

ク

叢

叢

(

②

③

⑤

⑦

⑧

)

ク

牒

牒

(

②

③

⑤

⑦

⑧

)

ク

蒔

停

(

②

④

⑤

)

ク
綱
(
⑦
)
網
(
②
③
⑤
⑧
)

ケ
銀
(
②
③
⑦
⑧
)
餐

穀
(
⑧
)

穀
(
⑦
)

叢
(
㊨
)

膝
(
④
)

博
(
③
⑦
⑧
)

網
(
⑦
)

&
(
ゥ
)

餐
(
⑤
)

・/'fク莞栗**

描
(
②
)
揺
(
③
⑤
⑦
⑧
)

棉
諌
秦

(

②

)

秦

撃

菓

(

②

③

⑤

⑥

)

巌

厳

(

②

③

⑤

⑥

)

柿

櫛

(

②

③

⑤

⑥

)

戟
(
②
③
⑤
⑥
)
秩
(
㊨
)

歯
(
㊨
)

謙
(
②
③
⑤
⑦
⑧
)
諌
(
㊨
)

秦
(
③
④
⑤
)

菓
(
㊨
)

磨
(
㊨
)

柿
(
㊨
)

1

房

‥
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②
と
④
が
後
半
に
お
い
て
異
な
る
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
、

④
が
前
半
と
後
半
と
で
は
明
ら
か
に
別
筆
で
、
後
半
の
書
写
者
の
異
体
字
認

識
が
前
半
の
書
写
者
に
比
べ
て
低
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
⑤
⑦
⑧
の
間
に

お
け
る
相
違
は
、
例
え
ば
「
秘
」
を
使
用
す
る
か
「
秘
」
を
使
用
す
る
か
、

「
膝
」
を
使
用
す
る
か
「
膝
」
を
使
用
す
る
か
と
い
っ
た
、
書
写
者
個
人
の

書
記
活
動
に
お
け
る
使
用
字
体
・
字
形
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o

字
体
の
異
同
に
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
要
素
が
介
入
す
る
余
地
が
大
き

い
の
で
、
そ
う
し
た
恐
れ
の
な
い
、
文
字
の
有
無
や
、
項
目
の
有
無
、
配
列

順
序
の
違
い
と
い
っ
た
点
に
し
ぼ
っ
て
、
両
者
の
違
い
を
調
べ
、
珍
書
保
存

会
本
に
つ
い
て
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

巻
(
M
C
O
^
l
O
C
D
t
-
O
O
C
i
o

対
象
と
な
る
異
同
。
o
^
^
<
N
l

③
に
1
致
す
る
数
L
O
^
t
-
g
^
c
N
I
O
^
c
o

こ
の
う
ち
、
巻
五
・
七
・
八
・
九
・
十
に
つ
い
て
は
②
と
③
と
の
異
同
に

か
か
わ
ら
な
い
も
の
で
、
珍
書
保
存
会
本
が
他
本
と
も
一
致
す
る
中
に
お
い

て
③
と
も
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
巻
九
に
関

し
て
は
、
「
字
書
云
」
「
名
義
抄
云
」
と
い
っ
た
「
云
」
字
を
②
に
お
い
て
抹

消
す
る
と
い
う
指
示
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
抹
消
し
た
形
で
本
文
を
実

現
す
る
か
、
本
文
は
抹
消
し
な
い
形
で
提
示
し
、
抹
消
の
印
を
つ
け
て
お
-

か
、
ま
た
は
全
-
抹
消
の
印
は
書
写
本
文
に
反
映
し
な
い
か
、
と
い
う
書
写

者
の
方
針
の
違
い
と
い
う
要
素
が
関
与
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
云
」

字
の
有
無
に
関
し
て
は
③
と
珍
書
保
存
会
本
と
が
一
致
す
る
の
は
、
四
例
に

-
云
-

す
ぎ
な
い
が
、
抹
消
の
印
を
考
慮
す
る
と
〓
例
が
一
.
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

京
大
本
の
依
拠
本
文
の
違
い
に
か
か
わ
る
②
系
統
に
は
一
致
し
な
い
が
③
に

1
致
す
る
と
い
う
の
は
、
巻
1
・
二
・
三
・
四
・
六
で
、
そ
の
う
ち
、
巻
四

が
②
系
統
に
1
致
す
る
他
は
、
③
に
一
致
す
る
。

例
え
ば
、
阪
倉
氏
が
、
珍
書
保
存
会
本
が
京
大
本
と
顕
著
に
異
な
る
箇
所

と
し
て
指
摘
さ
れ
た
「
探
根
輔
仁
(
序
)
」
、
「
袈
裟
」
か
ら
「
青
倉
」
に
至

る
十
項
目
が
「
頭
巾
」
の
次
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
(
巻
五
)
は
、
③
に
1

致
す
る
の
で
あ
り
、
「
鍍
」
候
を
欠
き
、
「
鉢
」
俵
を
有
す
る
(
巻
四
)
こ
と

は
、
①
③
に
1
致
し
て
い
る
o
ま
た
、
「
轟
」
字
に
関
す
る
注
が
「
蚊
用
大

外
」
の
前
に
位
置
し
(
巻
八
)
、
「
羨
薬
」
に
関
す
る
注
が
「
松
脂
」
の
「
校

讃
」
の
次
頁
に
1
項
目
の
み
位
置
す
る
(
巻
十
)
と
い
っ
た
こ
と
は
③
⑤
と

一
致
す
る
。

さ
ら
に
、
「
赤
子
和
名
」
に
対
す
る
注
と
し
て
、
①
は
割
注
に
「
以
下
十

三
字
着
脱
。
今
従
昌
平
本
増
。
鹿
本
亦
有
」
と
記
し
、
⑨
は
こ
れ
に
一
致
す

る
。
①
に
は
、
「
昌
平
本
脱
知
字
。
依
鹿
本
増
(
傍
線
部
分
は
抹
消
の
印
)
」

と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
り
、
妻
は
「
山
田
本
脱
注
十
三
字
o
那
波

本
脱
赤
子
二
字
。
昌
平
本
脱
知
字
(
⑤
は
「
知
」
字
を
「
和
」
に
作
る
)
」

と
割
注
に
記
し
て
い
る
。
珍
書
保
存
会
本
は
、
①
⑨
の
注
を
抹
消
し
、
②
系

統
の
注
を
頭
注
と
す
る
が
、
③
は
こ
の
頭
注
の
み
を
有
し
、
「
山
田
本
脱
注

十
三
字
。
那
波
本
脱
赤
子
二
字
。
昌
平
本
脱
知
字
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
③
が
珍
書
保
存
会
本
に
見
え
る
よ
う
な
形
の
も
の
に
依
拠
し
、
抹
消
の

印
の
つ
い
た
割
注
部
分
を
書
写
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
更
に
、
こ
の
①



r校翁j及びr異健字耕」の定位

か
ら
②
へ
の
注
記
の
変
化
は
、
①
注
本
文
に
「
那
波
本
文
脱
注
赤
子
二
字
。

山
田
本
脱
注
十
三
字
。
尾
張
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
是
保
管
脱
」
と
あ
り
、

「
以
下
校
詣
」
と
細
字
で
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
本
文
の
記
述
を
切
り

出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
暫
」
に
「
阪
元
日
稗
文
地
為
地
之
靴
」
の
十
字
の
抹
消
箇
所
が
あ
る
と

こ
ろ
、
③
⑤
は
十
字
分
の
空
欄
が
あ
っ
て
、
抹
消
に
し
た
が
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
珍
書
保
存
会
本
は
、
巻
四
以
外
の
巻
は
③
に
極
め
て
近
-
、

不
一
致
の
三
二
箇
所
の
う
ち
、
一
八
箇
所
は
山
田
氏
の
指
摘
し
た
正
宗
氏
の

誤
り
、
一
四
箇
所
は
③
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
、
巻
四
以
外
の
巻
は
同
一
の
寺

本
に
基
づ
く
と
推
測
さ
れ
る
。

内
容
を
検
討
す
る
と
、
各
写
本
と
も
、
同
一
の
項
目
に
対
す
る
注
釈
内
容

に
大
き
な
違
い
は
な
-
、
相
違
点
は
、
証
と
し
て
異
同
を
あ
げ
る
写
本
の
種

類
及
び
呼
称
、
項
目
の
出
入
り
、
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
次
に
、
各
々
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

ニ
ー
写
本
の
種
類
及
び
呼
称
-

枚
嘉
は
「
校
例
提
要
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
諸
本
を
す
べ
て
集
め

て
か
ら
「
集
注
」
の
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
わ
け
で
は
な
-
、
京
本
を
入
手

し
て
か
ら
、
そ
れ
を
底
本
と
し
て
、
通
行
の
二
十
巻
本
の
活
字
本
と
版
本
、

天
文
本
、
林
本
、
伊
勢
本
で
校
訂
し
っ
つ
初
稿
本
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
う

し
て
作
成
し
た
初
稿
本
に
再
度
、
右
の
証
本
と
の
異
同
を
確
認
し
っ
つ
加
筆

訂
正
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
段
階
で
、
天
文
本
を
下
総
本
、
林
本
を
昌
平

本
と
呼
び
か
え
、
二
十
巻
本
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
「
刻
版
鹿
本
」

「
製
版
鹿
本
」
と
い
う
呼
称
か
ら
「
那
波
本
」
「
刻
版
本
」
に
改
め
て
い
る
。

こ
の
異
同
記
述
を
ま
と
め
た
も
の
が
①
の
「
校
謁
」
で
あ
る
。
①
r
集
注
」

本
文
に
、
さ
ら
に
山
田
本
(
福
井
本
)
、
曲
直
瀬
本
と
の
校
異
を
書
き
加
え
、

①
に
加
筆
し
た
異
同
記
述
を
ま
と
め
た
も
の
が
②
の
「
校
譜
」
と
な
る
。
こ

こ
に
、
証
本
の
種
類
の
増
加
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
r
和
名
抄
J
全
編
を

通
し
て
「
校
翁
」
が
整
備
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
段
階
以
降
で
あ
る
.

諸
本
の
「
校
翁
」
の
比
較
に
あ
た
っ
て
、
特
に
問
題
と
な
る
呼
称
の
変
化

は
、
「
山
田
本
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
「
参
訂
諸
本
目
録
」
に
は
、
難
波

宗
建
旧
蔵
の
又
1
本
の
上
巻
を
「
山
田
本
」
、
中
下
巻
を
「
福
井
本
」
と
呼

ん
だ
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
宮
沢
俊
雅
氏
は
「
憶
測
を
達
し
-
す
れ

ば
、
山
田
本
・
福
井
本
が
京
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
緒
神
某
公
の

手
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
を
脱
唆
化
す
る
た
め
に
又
一
本
を
仮
設
し
た
の
で

(
津
8
)

は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
巻
に
よ
っ
て
呼
称
が
異

な
る
こ
と
、
善
本
と
の
関
係
、
と
い
う
二
点
に
お
い
て
「
山
田
本
」
の
校
異

に
は
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
観
察
で
き
る
現
象
と
し
て
、
次
の
二
点
か
ら

検
討
し
て
み
る
。

[
-
]
呼
称
を
「
山
田
本
」
と
す
る
か
、
「
福
井
本
」
と
す
る
か

[
2
]
「
山
田
本
」
の
校
異
を
も
つ
か
否
か
、
そ
の
際
に
「
善
本
」
と

の
関
係
は
ど
う
記
さ
れ
て
い
る
か

-

≡

-
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[
-
]
呼
称
の
変
化

校
異
の
記
述
形
態
に
は
、
す
で
に
正
文
(
書
き
入
れ
で
は
な
-
、
正
行
に

記
さ
れ
た
形
態
)
化
さ
れ
た
他
の
諸
本
の
校
異
に
「
山
」
「
山
岡
」
の
よ
う

に
書
名
を
書
き
入
れ
る
も
の
と
、
当
該
校
異
の
項
目
全
体
が
書
き
入
れ
で
あ

る
も
の
、
そ
し
て
正
文
化
さ
れ
た
も
の
等
が
あ
る
が
、
前
二
者
を
同
一
の
段

階
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
正
文
化
さ
れ
た
も
の
と
区
別
す
る
。
校
異
の
書
き

入
れ
は
、
巻
四
以
降
も
「
山
」
「
山
岡
」
の
よ
う
に
山
田
本
の
名
に
お
い
て

な
さ
れ
る
の
が
三

〇
二
例
に
対
し
て
、

「
福
井
本
」
と
あ

る
の
は
三
例
で
あ
っ

て
、
全
巻
を
通
し

て
「
山
田
本
」
と

し
て
校
訂
に
資
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
浄
書
の
形
態

は
、
巻
に
よ
っ
て

異
な
っ
た
様
相
を

見
せ
る
。
次
の
八

つ
の
観
点
か
ら
、

表
Ⅱ
と
し
て
整
理

し
た
。

巻 イ ロ ノ、 ホ ヘ ト チ リ ヌ ル . ラ

1 15 66 4

2 5 1 66 3 6

3 2 1 20 33 2 1

4 26 1 . 1 6 39

5 3 5 37 2

6 59 1

7 1 1 2 1 1

8 3

9 1 1 36

10 1

3 25 120 59 38 2 42 66 ll 79 7 1

-

≡

-

(
イ
)
山
田
本
の
校
異
が
①
に
あ
る
が
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
も
の
。

(
ロ
)
山
田
本
の
校
異
が
①
に
あ
る
が
、
②
に
は
な
い
も
の
。

こ
の
中
に
は
、
②
で
抹
消
さ
れ
て
、
r
集
注
」
本
文
に
組
み
込
ま
れ

た
も
の
、
②
が
写
さ
れ
た
と
き
に
は
ま
だ
①
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
記
載
に
も
れ
た
も
の
、
⑨
に
も
受
け
つ
が
れ
て
い

る
も
の
等
が
含
ま
れ
る
。

(
ハ
)
①
の
「
山
」
「
山
岡
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
、
②
で
「
山
田
本
」

と
し
て
正
文
化
さ
れ
る
も
の
。
こ
れ
が
、
上
巻
に
お
け
る
原
則
で
あ

る
。

(
ニ
)
①
の
「
山
」
「
山
岡
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
、
②
④
に
お
い
て

「
山
田
本
」
と
正
文
化
さ
れ
、
そ
れ
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
福
井
本
」

と
傍
書
し
、
③
⑤
で
は
、
「
福
井
本
」
と
正
行
に
記
す
も
の
。

例
え
ば
、
①
に
「
唐
駒
徒
協
反
<
者
駒
作
都
。
「
山
」
伊
勢
本
同
。

今
従
鹿
本
改
>
(
巻
六
・
坐
臥
具
「
曇
」
)
」
と
あ
る
の
を
、
雷
で

は
「
蕃
駒
作
部
。
[
山
田
]
(
福
井
)
本
・
伊
勢
本
同
。
今
従
鹿
本
改
」

と
記
し
、
書
で
は
「
者
駒
作
部
。
福
井
本
・
伊
勢
本
同
。
今
従
鹿

本
改
」
と
記
す
。

(
ホ
)
①
の
「
山
」
「
山
岡
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
、
②
で
は
「
福
井
本
」

と
し
て
正
文
化
さ
れ
る
も
の
。

例
え
ば
、
①
に
「
音
歴
<
蕎
歴
作
暦
。
「
山
」
伊
勢
本
・
昌
平
本
同
。

今
従
唐
本
改
。
輿
康
韻
合
(
巻
五
・
文
書
具
「
暦
」
)
」
と
あ
る
の
を
、

②
③
㈲
登
で
は
「
蕎
歴
作
暦
.
福
井
本
・
伊
勢
本
・
昌
平
本
同
。
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今
従
鹿
本
改
。
輿
康
韻
合
」
の
よ
う
に
記
す
。

(
チ
)
①
②
と
も
に
「
山
田
本
」
と
正
文
化
さ
れ
て
い
る
も
の
。

(
リ
)
②
に
「
山
田
本
」
と
正
文
化
さ
れ
て
い
る
も
の
。

こ
の
中
に
は
、
①
で
は
r
集
注
」
本
文
に
あ
っ
た
記
事
を
、
②
で
あ

ら
た
め
て
「
校
詣
」
と
し
て
立
て
た
も
の
を
含
む
O

(
メ
)
①
に
は
「
山
田
本
」
に
関
す
る
校
異
の
記
載
は
な
-
、
②
で
「
福

井
本
」
と
し
て
正
行
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。

例
え
ば
、
①
に
「
人
種
唐
菓
子
<
着
脱
唐
字
。
伊
勢
本
・
昌
平
本
・

下
総
本
同
。
今
従
鹿
本
増
。
輿
口
達
・
伊
呂
波
字
類
抄
・
拾
芥
抄

合
>
(
巻
四
・
飯
餅
類
「
歓
喜
園
」
)
」
と
あ
り
、
③
も
同
じ
で
あ
る

が
、
②
④
⑤
⑥
m
③
に
は
「
着
脱
唐
字
o
福
井
本
・
伊
勢
本
・
昌
平

本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
同
。
今
従
鹿
本
増
。
輿
口
遊
・
伊
呂
波
字

類
抄
・
拾
芥
抄
合
」
と
記
す
。
①
に
「
其
董
<
音
量
作
菜
。
今
従
下

総
本
改
。
贋
本
亦
作
董
>
(
巻
九
・
莱
読
類
「
蕗
」
)
」
と
あ
る
と
こ

ろ
、
(
m
X
p
o
X
-
^
X
^
X
^
X
o
o
)
に
は
「
着
萱
作
東
.
福
井
本
同
。
今
従
下
総
本

改
。
唐
本
亦
作
董
」
と
記
す
、
等
で
あ
る
。

巻
に
よ
る
傾
向
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
巻
六
で
は
、
②
で
一
旦
「
山
田
本
」

の
形
で
正
行
に
記
し
た
も
の
を
「
福
井
本
」
に
訂
正
し
て
い
る
が
、
巻
四
・

五
で
は
、
「
福
井
本
」
の
形
で
正
文
化
し
て
い
る
。
巻
二
の
「
山
田
本
」
校

異
は
①
で
す
で
に
正
文
化
さ
れ
て
お
り
、
②
で
さ
ら
に
「
山
田
本
」
校
異
が

付
け
加
え
ら
れ
、
③
以
降
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
巻
の
段

階
の
違
い
を
反
映
し
て
お
り
、
巻
二
の
「
校
謁
」
は
他
の
巻
に
比
べ
て
整
理

さ
れ
て
お
り
、
再
度
の
見
直
し
の
時
に
、
巻
二
は
既
に
浄
書
を
完
了
し
て
い

た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

ま
た
、
巻
五
「
校
翁
」
に
八
例
、
「
異
倭
字
耕
」
に
二
例
、
巻
六
「
校
譲
」

に
一
例
、
「
異
健
字
耕
」
に
1
例
、
巻
七
「
校
翁
」
に
三
例
、
巻
八
「
校
誠
」

に
四
例
、
巻
九
「
校
翁
」
に
1
例
、
巻
十
「
校
翁
」
に
一
例
の
「
山
田
本
」

と
い
う
呼
称
が
見
え
、
「
異
健
字
耕
」
に
「
山
田
本
」
の
記
述
を
「
福
井
本
」

に
訂
正
す
る
②
の
「
薬
<
[
山
田
]
(
福
井
)
本
、
乗
作
襲
。
-
>
(
巻
六
・

染
色
具
「
菓
」
)
」
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
巻
四
飲
食
部
以

降
に
お
け
る
「
山
田
本
」
と
「
福
井
本
」
の
違
い
は
、
巻
に
よ
る
呼
称
の
書

き
換
え
で
あ
り
、
そ
れ
は
不
徹
底
な
部
分
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

[
2
]
山
田
本
の
校
異
の
有
無
及
び
善
本
と
の
関
係

校
異
記
述
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
表
I
(
ハ
)
の
よ
う
に
巻
一
・

三
・
四
で
は
①
に
「
山
」
「
山
同
」
「
山
田
本
同
」
と
い
っ
た
形
で
書
き
入
れ

ら
れ
た
も
の
が
、
②
以
降
に
「
山
田
本
」
と
し
て
、
他
本
と
同
じ
-
正
行
に

浄
書
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
①
に
「
扉
也
<
二
字
着
脱
。
「
山
」
伊
勢

本
「
曲
」
■
■
本
同
。
今
従
昌
平
本
増
。
-
>
(
巻
三
・
居
鹿
部
「
扉
」
)
」

(
「
」
内
は
挿
入
さ
れ
た
記
事
を
示
す
)
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
②
で

「
扉
也
<
二
字
着
脱
。
山
田
本
・
伊
勢
本
・
曲
直
瀬
本
・
那
波
本
同
。
今
従

昌
平
本
増
。
-
>
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
①
に
「
丸
帯
<
蕎
丸
作
孔
。

「
山
」
伊
勢
本
・
昌
平
本
「
曲
」
同
。
今
従
下
総
本
改
。
輿
諸
装
束
抄
合
。

鹿
本
亦
作
丸
(
巻
四
・
装
束
部
「
革
帯
」
)
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
②
で

T
蓋
!
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は
「
丸
帯
<
蕎
丸
作
孔
。
山
田
本
・
伊
勢
本
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
同
。
今

従
下
総
本
改
。
輿
諸
装
束
抄
合
。
唐
本
亦
作
丸
>
」
と
記
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
巻
一
の
場
合
、
①
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
山
田
本
の
校
異
の
う
ち

六
六
例
は
そ
の
校
異
を
取
り
込
ん
で
浄
書
さ
れ
て
い
る
が
、
一
五
例
は
②
以

降
の
「
校
翁
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
①
に
「
音
与
溜
同
<
四

字
着
脱
。
「
山
岡
」
今
従
尾
張
本
増
>
」
の
よ
う
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

③
④
⑤
⑦
⑧
⑨
に
は
「
音
与
溜
同
<
四
字
着
脱
。
今
従
尾
張
本
増
>
」
(
こ

の
債
は
②
に
欠
け
て
い
る
)
の
よ
う

に
、
そ
の
書
き
入
れ
を
取
り
入
れ
て

い
な
い
。
こ
の
一
五
例
は
、
①
の

「
桑
経
反
<
三
字
着
脱
。
「
山
田
本
同
」

今
従
尾
張
本
・
昌
平
本
・
曲
藻
本
・

下
総
本
増
。
唐
本
亦
有
>
(
巻
一
・

景
宿
類
「
星
」
)
」
が
、
⑨
で
も
「
桑

経
反
<
三
字
着
脱
。
今
従
尾
張
本
・

昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
増
。

鹿
本
亦
有
>
」
と
い
う
、
山
田
本
の

校
異
を
含
ま
な
い
形
で
書
写
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
⑨
転
写
の
時
点
で

は
、
ま
だ
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
校
異
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
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表
Ⅲ
(
ト
)
の
よ
う
に
①
の
「
山
田
本
」
校
異
が
②
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
が
、
③
系
の
諸
本
に
と
り
い
れ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
(
書
き
入
れ
と
切

り
出
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
四
に
お
い
て
述
べ
る
)

善
本
と
の
関
係
で
は
、
①
で
善
本
を
中
心
と
し
た
諸
本
の
異
同
の
記
述
に

「
山
」
「
山
同
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
②
で
は
蓄
本
の
校
異
が
な
-

な
る
「
織
女
」
「
栗
雨
」
「
瀧
」
「
培
埠
」
「
赤
子
」
(
以
上
巻
こ
の
五
例
と
、

②
で
善
本
の
校
異
と
山
田
本
の
校
異
が
入
れ
替
わ
る
「
室
」
「
峯
」
(
以
上
巻

一
)
の
二
例
が
、
問
題
を
持
つ
も
の
と
し
て
指
摘
で
き
る
.

ま
ず
、
①
に
「
孫
価
自
乗
<
下
着
有
雨
字
。
「
山
」
那
波
本
同
。
今
従
尾

張
本
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
冊
。
伊
勢
鹿
本
亦
無
>
(
巻
一
・
風

雨
類
「
栗
雨
」
)
」
と
あ
-
、
③
⑤
釜
は
山
田
本
の
校
異
を
含
ま
な
い
形

で
あ
る
が
、
②
④
に
は
「
山
田
本
下
街
雨
字
。
那
波
本
同
」
の
よ
う
に
山
田

本
の
校
異
の
み
を
記
し
て
、
「
者
」
本
と
の
異
同
を
記
さ
な
い
.
①
の
r
集

注
」
本
文
を
見
る
と
「
[
那
波
]
(
山
田
)
本
、
下
術
雨
字
。
(
那
波
本
同
)
」

と
い
う
、
こ
れ
と
全
同
の
記
述
が
あ
る
。
「
織
女
」
の
「
校
翁
」
も
、
②
④

に
は
「
兼
名
苑
注
<
山
田
本
、
脱
注
字
。
鹿
本
同
>
」
と
あ
る
。
①
の
r
集

注
」
本
文
に
同
文
の
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
6
i
@
は
①
の
r
集
注
」

本
文
の
書
き
入
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
以
前
の
内
2
4

及
び
①
の
「
校
翁
」
に
見
ら
れ
る
「
着
脱
之
処
之
之
字
。
林
本
・
鹿
本
並
同
。

今
従
天
文
本
増
。
輿
原
書
合
(
巻
三
・
居
虞
類
「
廟
」
)
」
「
蕎
附
前
催
.
「
伊

勢
本
同
」
按
若
附
前
債
、
不
磨
再
云
出
典
。
今
従
天
文
本
改
。
唐
本
亦
別
傭

(
巻
八
・
龍
魚
類
「
蛸
龍
」
)
」
の
よ
う
な
、
善
本
を
中
心
と
し
た
校
異
の
記
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述
と
は
目
的
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
善
本
と
山

田
本
の
校
異
が
入
れ
替
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
-
、
作
業
の
段
階
が
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
①
の
中
で
も
巻
二
は
、
山
田
本
の
校
異
が
書
き
入
れ
と

し
て
で
は
な
-
、
②
以
降
と
同
じ
く
正
行
に
記
さ
れ
て
お
り
、
書
き
入
れ
段

階
の
も
の
が
な
い
。
こ
れ
は
、
巻
二
が
他
の
巻
よ
り
も
「
校
翁
」
に
関
し
て

(
注
9
)

整
備
さ
れ
た
段
階
に
あ
る
こ
と
の
証
の
1
つ
で
あ
る
。

1
方
、
次
の
例
は
、
善
本
と
山
田
本
が
異
な
る
文
を
持
つ
と
見
な
さ
ざ
る

を
得
な
い
。
②
の
「
校
翁
」
に
し
た
が
っ
て
引
用
す
る
.

a
又
用
魂
塊
二
字
(
巻
一
・
神
霊
類
「
室
」
)

善
作
又
用
魂
塊
二
字
。
尾
張
本
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
伊
勢
鹿

本
同
。
山
田
本
作
又
用
魂
者
同
魂
塊
二
字
。
今
従
下
総
本
改
。
那

波
本
、
輿
下
総
本
同
。

b
山
尖
高
虜
也
(
巻
一
・
山
森
類
「
峯
」
)

着
脱
虜
也
二
字
。
昌
平
本
同
。
山
田
本
脱
虚
字
。
今
従
属
張
本
・

曲
直
瀬
本
・
下
総
本
増
。
鹿
本
亦
有
。

C
巷
云
々
券
石
、
薬
名
也
(
巻
一
・
山
縁
類
「
碁
石
」
)

善
作
蓉
云
々
券
石
、
薬
名
也
。
山
田
本
作
券
云
々
薬
石
也
。
昌
平

本
作
碁
石
云
々
碁
石
薬
石
也
。
下
総
本
作
碁
石
云
々
石
薬
名
也
。

康
本
作
碁
石
薬
石
也
云
々
。
今
従
属
張
本
・
曲
直
瀬
本
改
。
輿
康

鶴
合
o

d
漢
書
注
云
(
巻
二
・
癒
類
「
黒
子
」
)

蕃
快
音
注
二
字
。
「
山
田
本
」
昌
平
本
作
漠
語
注
云
、
誤
。
那
波

本
作
漢
書
云
、
未
是
。
今
従
曲
直
瀬
本
改
。

a
は
、
①
に
は
「
蕎
作
又
用
魂
者
同
魂
塊
二
字
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

「
又
」
字
の
上
に
「
山
田
本
」
を
挿
入
し
、
記
事
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
②
の
よ
う
に
な
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
b
も
、
①
に
は

「
着
脱
虚
字
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
「
着
」
字
の
下
に
「
山
田
本
」
を
挿
入
し
、

「
蕃
」
は
「
脱
鹿
也
二
字
」
と
い
う
校
異
に
つ
な
が
る
よ
う
に
番
号
で
指
示

し
て
い
る
。
C
も
、
①
に
は
「
善
作
蕃
云
々
薬
石
也
」
と
あ
り
、
「
者
」
字

の
下
に
「
作
馨
云
々
薬
名
也
山
田
本
」
と
い
う
記
述
を
挿
入
し
た
結
果
が
②

の
記
述
な
の
で
あ
る
。
こ
の
三
例
の
書
き
換
え
は
、
そ
れ
ま
で
善
本
の
文
と

し
て
い
た
も
の
を
山
田
本
の
文
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
d
は
、
「
善
本
」
は

「
漠
云
」
に
、
「
山
田
本
」
は
「
漠
語
注
云
」
に
作
る
と
い
う
形
で
、
善
本
と

山
田
本
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
諸
本
を
見
る
と
、

a
b
C
に
つ
い
て
は
②
の
「
山
田
本
」
の
文
は
前
田
本
に
一
致
し
、
d
で
は

「
善
本
」
の
文
が
前
田
本
に
1
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
善
本
」
と
「
山
田

本
」
は
異
な
る
二
本
と
し
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
a
b
C
と

d
と
の
違
い
は
、
前
者
に
お
い
て
「
善
本
」
を
「
山
田
本
」
に
呼
び
換
え
る

こ
と
が
行
わ
れ
た
、
底
本
を
「
善
本
」
か
ら
「
山
田
本
」
に
変
更
し
た
、
と

い
う
二
つ
の
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
巻
一
の
前
半
部
に
は
、
異
体
字
の
記
述
方
針
に
表
Ⅳ
の
よ
う
な

変
化
が
指
摘
で
き
る
。
(
②
の
「
異
懐
字
耕
」
に
は
、
巻
一
前
半
末
尾
に
載

せ
ら
れ
た
も
の
と
、
後
半
末
尾
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
の
二
種
類
あ
る
が
、

前
者
を
②
1
、
後
者
を
単
に
②
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
)

!
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表Ⅳ

k (》 ② ③ ㊨ ⑤ ⑥ ョ ⑧ ョ (》 ゥ ③

1 人

2 男 子 ● ● ○ × ○

3 丈夫 ● ● ○ × ○

4 壮士

5 婦 人 ● ● ○ × ○

6 娘 ● ● ○ × ○

7 少女 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

8 姫

9 半月 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ × ○

1 0赤 子 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ × ○

1 1嬰児 ● ● ○ × ○

1 2児 ● ● ○ × -
1 3暫 髪 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ × × ×

14総 角

1 5錬 夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

1 6寡婦 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ × -

k (∋ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ョ (》 ョ ョ

10腹 ○ ○ ○ ○ × × ×

1 1月度

1 2水腹

13脅助 ○ ○ ○ ○ ○′ - ×

14騎

1 5腰 ○ ○ ○ ○ ○ - ×

16嫌 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

1 7騰

18腿

19 * ○ ● ○ ○ ○ ○ × ×

20骨

2 11 1

22筋 力

23 肉 ○ ● ○ ○ ○ - - ×

24膜

25脂膏 ○ ○ ○ ○ ○ - ×
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k ① ゥ ③ ョ ⑤ ⑥ ョ ⑧ ⑨ (む ョ ③ 内24 内28

土屋舎 ● ● ● ● ○ × ○ ○ ○

2 四阿 ● ▲ ● ● △ - ○ × ○

3 両下 ● ● ● ● △ × ○ × ○

4 殿 ● ● ● ● ○ × ○ △ ○

5 寝殿 ○ ○ ● ○ ▲ ● ● ○ × ○ △ ○

6 堂 ● ● ● ● ○ × ○ × ○
7 痛

8 楼閣 、● ● ● ● ○ - ○ △ ○

9 観 ● ● ● ● ○ - ○ ○ ○

lo垂 ● ● ● ● △ - ○ × ×

11廊

12行宮 ● ● ● ● △ - ○ × ○

13俵床 ● ● ● ● ○ - ○ × ×

14房 ● ● ● ● △ - ○ × ×

15坊 ● ● ● ● △ △ ○ × ○

16助鋪

k ① ゥ ③ ㊨ ⑤ ⑥ <D ⑧ ョ ① ゥ ③

1薬

2 煎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ . - × ×

3 酒

4 憩

5 醇

6 酷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

7 醇酒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - o

8 酎酒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - × ×

9 辞酒

10酵

11韓

12*

13酒蟻 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

14酒膏

15肴

=買
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k ① (D (D ゥ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ョ (丑 @ ③

l香嫌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○. - ×

2錫杖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ×

3如意 ● × × ×

4三鈷

5金銀

6念珠

7駿折羅

8白沸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ o ○ ○. - ×

9鉢

10漉水褒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ o ○ ○ - ×

11甘味 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○. - ×

12水瓶

13三衣匝

14剃刀

15頭巾 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ o - ×

16袈裟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

k (》 ② ③ ㊨ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ョ (D <D ③

IX

2甫

3桑甫 ● ● ○ - ×

4沙

5鷺簿 ● ● ○ - ×

6桑柘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×.

T糸糸 ○ ○ ● P ● ○ - × ×

8経線 ● ● o - .×

9隻 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ×

10反特

11鯵車 ● ● ○ - ×

12鍋

13絡 ● ● ○ - ×

「校務」 k～⑨までの記号「集注」 ①富項)の記号

○-京大本と項目内容が一致する。 ○- 「校請」と同じ記述が存在する

●-京大本と項目に出入りがある×- 「枝番」と同じ記述が存在しない

-- 「校請」と同じ記述があるが抹消の印がある

△- 「校鵡」と同じ記述が書き入れとしてある
RfcP
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E
に
つ
い
て
、
②
・
1
・
②
・
④
で
は
「
尾
張
本
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
歳

作
巌
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
歳
」
字
に
対
す
る
異
体
字
と
し
て
「
歳
」
字
を

示
す
が
、
②
本
文
は
「
山
田
本
・
下
総
本
巌
作
歳
。
那
波
本
同
」
と
い
う
よ

う
に
、
「
巌
」
字
を
中
心
と
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
提
示
本

文
の
用
字
を
み
る
と
、
①
本
文
は
「
歳
」
字
に
作
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
②

本
文
と
r
訂
本
」
は
「
巌
」
字
に
作
っ
て
お
り
、
記
述
の
変
化
は
、
提
示
本

文
の
用
字
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
。
F
の
「
牽
・
華
」
、
G
の
「
流
・
流
」
、

H
の
「
酉
・
密
」
、
I
の
「
室
・
霊
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

「
集
注
」
本
文
が
所
謂
正
字
を
使
用
す
る
傾
向
が
強
い
の
に
対
し
て
、
r
訂
本
」

は
唐
代
の
俗
字
を
使
用
す
る
傾
向
が
顕
著
で
、
「
訂
本
」
に
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
用
字
の
訂
正
も
正
字
か
ら
俗
字
へ
と
い
う
方
向
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
枚
斎
が
提
示
本
文
と
し
て
の
「
訂
本
J
に
お
い
て
、
字
体
ま
で
源
順

(
注
1
0
)

の
時
代
の
用
字
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
は
じ
め
は
、

r
訂
本
」
r
集
注
j
本
文
と
も
、
京
本
に
基
づ
い
て
お
り
、
「
校
讃
」
「
異
健
字

耕
」
は
底
本
と
の
異
同
の
記
述
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
提
示
本

文
を
原
型
の
復
元
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
き
、
字
体
に
つ
い

て
は
、
「
善
本
」
に
従
わ
な
-
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
「
善
本
」

の
記
述
を
基
準
と
す
る
「
枚
翁
・
異
健
字
耕
」
の
記
述
方
法
は
見
直
し
の
必

要
に
せ
ま
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
巻
〓
別
半
に
見
え
る
提
示
本
文
の
用
字
の
変

更
と
、
異
体
字
記
述
の
立
場
の
変
化
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
r
訂
本
」
が
原
則
と
し
て
「
善
本
」
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
に

は
、
「
善
本
」
が
ど
う
作
っ
て
い
る
か
と
い
う
形
で
F
訂
本
」
と
「
善
本
」

と
の
相
違
点
を
記
す
こ
と
は
、
r
訂
本
j
と
「
校
謁
」
を
併
せ
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
底
本
の
再
現
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
。
し
か
し
、
そ
の

原
則
が
-
ず
れ
る
と
、
「
校
翁
」
の
記
述
は
選
択
さ
れ
た
異
同
で
あ
り
、
「
校

翁
」
は
「
訂
本
」
と
セ
ッ
ト
で
原
型
復
元
を
め
ざ
す
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で

は
、
京
本
の
み
を
特
別
扱
い
す
る
「
者
」
と
い
う
呼
称
は
不
適
切
で
、
他
の

諸
本
と
同
列
の
客
観
的
な
呼
称
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
善

本
」
か
ら
「
山
田
本
」
へ
と
い
う
呼
称
の
変
更
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

≡
-
項
目
内
容
の
出
入
り
-

例
え
ば
、
「
織
女
」
の
項
目
に
つ
い
て
、
京
大
本
は
「
兼
名
苑
注
」
と
い

う
一
項
目
を
あ
げ
て
「
着
脱
注
字
。
山
田
本
・
鹿
本
同
。
今
従
尾
張
本
・
昌

平
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
増
(
巻
一
)
」
と
「
注
」
字
の
有
無
に
関
し
て

論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
③
⑤
⑦
⑧
⑨
の
写
本
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
②
④
の
二
本
は
「
兼
名
苑
注
」
の
項
目
の
他
に
「
牽
牛
疋
也
」

と
い
う
項
目
を
有
し
、
「
下
総
本
、
疋
作
是
。
刻
版
本
同
誤
」
と
注
し
て
い

る
。
ま
た
、
項
目
内
容
の
数
と
し
て
は
変
わ
ら
な
-
て
も
、
「
需
」
に
つ
い

て
、
京
大
本
及
び
③
⑤
⑦
⑧
⑨
の
転
写
本
は
「
同
上
<
下
、
者
有
也
字
。
今

T
従
属
張
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
倒
.
鹿
本
亦
無
(
巻
l
)
」
と
注
す
る
の

に
対
し
、
6
i
@
の
二
本
は
「
日
本
紀
私
記
<
伊
勢
唐
本
脱
紀
私
二
字
.
那
波

本
作
日
本
私
記
、
未
是
>
」
と
い
う
注
で
あ
っ
て
、
項
目
が
異
な
る
。
こ
の

-
昌
!
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よ
う
な
異
同
を
項
目
の
出
入
り
と
す
る
。

①
～
⑨
の
諸
本
に
つ
い
て
、
京
大
本
に
一
致
す
る
も
の
を
〇
、
項
目
内
容

に
出
入
り
が
あ
る
も
の
を
●
で
示
す
と
、
表
Ⅳ
の
よ
う
に
、
巻
一
、
巻
三
前

半
、
巻
六
に
お
い
て
、
②
④
が
●
と
な
る
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
他
の

巻
に
お
い
て
も
①
が
●
と
な
る
例
は
散
見
す
る
が
、
そ
れ
は
、
①
が
r
発
注
し

初
期
の
段
階
の
稿
本
で
あ
る
た
め
、
他
の
諸
本
と
は
、
r
集
注
j
本
文
と

「
校
鵡
」
の
記
述
内
容
の
関
係
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
項
目

の
数
量
は
原
則
と
し
て
①
は
他
の
諸
本
よ
り
も
少
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

②
④
の
●
は
、
項
目
内
容
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

表
Ⅳ
に
基
づ
き
、
京
大
本
の
内
容
が
①
系
統
②
系
統
の
ど
ち
ら
に
一
致
す

る
か
と
い
う
観
点
か
ら
巻
毎
に
諸
本
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
/
の
前
を
①
系
統
、
後
を
②
系
統
と
す
る
。
書
写
方
針
等
、
他
の
分
類
基

準
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
場
合
も
①
②
の
系
統
に
よ
る
内
容
の
違
い
が
見
ら
れ

な
い
場
合
は
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
)

巻
1
京
①
③
⑤
⑦
⑧
/
②
④

巻
二
京
②
③
⑤
⑦
⑧

巻
三
京
③
/
①
②
⑤
⑦
⑧

巻
四
①
③
/
京
②
⑤
⑦
⑧

巻
五
①
/
京
②
③
④
⑤
⑦
⑧

巻
六
①
/
京
③
⑤
¥
@
@

巻
七
京
①
②
③
⑤

巻
八
京
①
③
⑤

-
三
〇
-

巻
九
①
/
京
③
⑤
/
②
④
⑥

巻
十
①
/
京
②
釜

諸
本
は
、
次
の
三
種
に
大
別
で
き
る
。

-
-
1
@
ゥ

‥
1
1
②
④
⑥

一
1
1
1
③
釜

①
に
は
多
-
の
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
そ
の
比
較
的
初
期
の
段
階
で
転
写

さ
れ
た
の
が
⑨
で
、
⑨
は
①
に
加
え
ら
れ
た
抹
消
、
加
筆
訂
正
を
含
ま
な
い

場
合
が
多
-
、
①
⑨
は
善
本
に
基
づ
い
て
本
文
を
定
め
つ
つ
他
の
証
本
を
捜

索
し
て
校
合
し
て
い
た
「
集
注
」
作
成
初
期
の
段
階
の
資
料
と
し
て
の
価
値

を
も
つ
。
②
は
、
①
と
は
「
集
注
」
の
提
示
本
文
及
び
「
校
韓
」
の
位
置
付

け
等
の
方
針
に
変
化
が
あ
る
.
ま
ず
「
集
注
」
の
提
示
本
文
は
、
原
則
と
し

て
者
本
に
従
う
と
い
う
方
針
に
変
更
が
み
ら
れ
、
「
枚
鵡
」
も
「
集
注
」
の

1
部
と
し
て
「
集
注
」
本
文
に
資
す
る
の
で
は
な
-
、
「
集
注
」
か
ら
切
り

離
し
て
、
「
訂
本
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
機
能
す
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
集
注
」
は
r
和
名
抄
]
の
内
容
理
解
の
た
め
の

注
釈
と
し
て
独
立
さ
せ
、
r
訂
本
」
「
校
鵡
」
「
異
偉
字
耕
」
を
r
和
名
抄
-

の
校
訂
本
文
と
し
て
提
示
し
ょ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
注
釈
と
し
て
整
備
さ
れ
た
段
階
で
、
@
@
は
②
の
忠
実
な
写
本
で

あ
る
の
で
、
②
の
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
④
が

②
に
加
え
ら
れ
た
訂
正
・
抹
消
記
号
等
を
し
ば
し
ば
落
と
し
て
'
加
筆
訂
正

の
後
を
と
ど
め
な
い
の
に
対
し
て
、
⑥
の
方
は
②
に
加
え
ら
れ
た
訂
正
に
し



r校鵡j及びr異健字耕」の定位

た
が
っ
て
本
文
を
整
備
し
て
い
る
と
い
っ
た
点
か
ら
、
④
⑥
は
②
を
正
確
に

読
み
解
-
上
で
参
考
に
な
る
。

⑤
雷
は
、
字
配
り
ま
で
1
致
し
て
お
り
、
特
に
雷
の
書
承
関
係
は
明

白
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
⑤
は
、
③
が
②
の
書
き
入
れ
を
正
文
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
、
書
き
入
れ
の
ま
ま
に
し
て
お
り
、
②
の
正
確
な
書
写
を
含

む
も
の
と
し
て
、
雷
よ
り
も
信
頼
度
が
高
い
o
③
は
、
京
大
本
の
依
拠
本

文
に
近
い
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
①
②
と
異
な
る
面
も
多
い
。
但
し
、
そ
の

相
違
は
、
②
よ
り
③
の
方
が
内
容
が
増
補
さ
れ
て
い
る
と
い
う
性
格
の
も
の

で
は
な
-
、
r
集
注
」
本
文
と
「
校
詣
」
「
異
倦
字
排
」
の
整
備
の
度
合
い
の

違
い
で
あ
る
。

京
大
本
と
他
本
と
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
(
1
致

す
る
系
統
の
番
号
を
示
し
、
系
統
に
よ
る
相
違
が
見
ら
れ
な
い
巻
に
つ
い
て

は
、
○
で
示
し
た
)

巻

I

O

C

O

O

O

C

T

>

③

○

③

②

○

③

〇

〇

〇

〇

四
最
後
に
、
r
集
注
」
と
「
校
翁
」
「
異
漣
字
耕
」
と
の
関
係
を
通
し
て
、
初

稿
本
か
ら
、
二
二
二
稿
本
へ
の
推
移
の
過
程
で
、
記
事
の
書
き
入
れ
・
切
り

出
し
が
な
さ
れ
た
様
子
を
詳
し
-
考
察
し
て
み
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
内

2
4
の
校
異
記
述
は
①
の
「
校
翁
」
に
l
致
し
、
①
r
集
注
J
本
文
の
校
異
記

速
は
②
の
「
校
翁
」
に
一
致
す
る
.
つ
ま
り
、
諸
本
と
の
異
同
が
r
集
注
」

に
書
き
入
れ
ら
れ
て
は
、
切
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
わ
け
で

あ
る
が
、
一
方
で
、
①
で
本
文
と
は
別
に
「
校
誠
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
も

の
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
前
者
は
先
に
「
校
謁
」
の
前
文
の
変
化

で
見
た
よ
う
に
、
は
じ
め
は
底
本
の
改
定
に
か
か
わ
る
異
同
に
限
っ
て
い
た

が
'
そ
れ
以
外
の
異
同
に
も
言
及
す
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
方
針
の
変
化
に

伴
う
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
、
一
旦
は
「
校
議
」
で
処
置
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
間
題
が
や

は
り
r
集
注
j
本
文
中
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
重
要
性
を
も
つ
と
い
う
認
識
に

至
っ
た
場
合
、
「
校
翁
」
と
し
て
の
項
目
は
抹
消
し
、
本
文
に
も
ど
さ
れ
て

い
る
.
諸
本
に
お
け
る
「
校
讃
」
の
掲
出
項
目
の
出
入
り
を
見
る
と
、
次
の

よ
う
に
①
の
み
に
存
在
す
る
内
容
、
②
系
統
の
写
本
に
存
在
す
る
内
容
に
大

別
で
き
、
①
②
と
も
に
存
在
し
な
い
が
、
他
の
韓
写
本
に
存
在
す
る
と
い
う

内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
数
値
は
、
一
棟
出
語
に
関
し
て
、
複
数
の
項
目
が
あ

れ
ば
、
そ
の
数
に
応
じ
て
数
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
掲
出
内
容
数
は
、
項
目

数
よ
り
も
多
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
①
に
は
、
抹
消
内
容
が
多
い
が
、
そ

の
数
は
(
)
に
入
れ
て
示
し
た
。

-

1

1

1

1

-
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ア
①
の
み
に
あ
る

イ
②
系
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日
日
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②
に
は
、
④
⑥
と
い
う
忠
実
な
写
本
が
あ
り
、
記
述
内
容
が
一
致
す
る
の

で
「
②
系
統
」
と
い
う
呼
び
方
を
し
た
。
ま
た
、
②
系
統
に
存
在
す
る
も
の

の
う
ち
、
当
該
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
は
取
-
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
も
の
を
イ
に
、
項
目
に
他
の
内
容
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
項
目

に
属
す
る
掲
出
内
容
が
増
補
さ
れ
た
も
の
を
ウ
と
し
て
分
類
し
た
。

ア
に
該
当
す
る
例
を
あ
げ
る
と
、
①
の
「
賓
康
聾
菩
薩
<
着
脱
聾
字
。

諸
本
同
。
今
依
玉
燭
賓
典
及
倫
法
師
記
、
掌
中
暦
、
安
楽
集
増
>
(
巻
一
・

天
地
部
・
景
宿
類
「
日
」
)
」
と
い
う
項
目
は
、
⑨
に
も
「
賓
康
聾
菩
薩
<

着
脱
声
字
。
諸
本
同
。
今
依
玉
燭
賓
典
及
倫
法
師
記
、
掌
中
歴
増
>
」
と
い

う
形
で
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
⑨
が
依
拠
し
た
時
点
で
存
し
て
い
た
項
目
と
考

え
ら
れ
る
が
、
抹
消
の
印
が
あ
り
①
の
「
又
玲
伽
論
倫
法
師
記
引
天
地
経
云
、

安
養
國
賓
磨
聾
菩
薩
作
目
城
、
賓
吉
祥
菩
薩
作
月
城
」
と
い
う
記
述
に
続
け

て
挿
入
す
べ
き
注
と
し
て
「
掌
中
歴
、
安
楽
集
引
須
禰
四
域
経
云
、
阿
珊
陀

僻
遠
二
菩
薩
0
1
名
賓
磨
聾
、
1
名
賓
吉
祥
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
の
は
、

「
校
翁
」
か
ら
注
本
文
へ
の
移
動
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
の
「
唐
韻
云
嫉
<
諸
鹿
本
脱
云
妓
二
字
。
今
意
増
>
」
「
音
夷
<
二
字
、

諸
鹿
本
正
文
。
今
依
例
改
>
(
巻
「
親
族
部
「
焼
」
)
」
の
二
項
目
は
、
⑨

に
も
同
じ
内
容
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
抹
消
の
印
が
あ
-
、
①
本
文
に

「
諸
鹿
本
脱
云
二
字
。
音
夷
二
字
正
文
。
依
例
増
正
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
、

②
③
で
は
、
こ
れ
が
注
本
文
に
正
行
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
①
に
「
巷
胡
緯
反
<
善
作
練
。
昌
平
本
作
縫
。
按
練
縫
同
字
。

今
従
伊
勢
本
、
下
総
本
改
。
輿
鹿
韻
合
。
在
去
聾
四
練
。
縫
在
平
聾
三
錘
。

作
練
、
作
縫
、
皆
誤
。
那
波
本
亦
作
緯
>
(
巻
三
・
居
鹿
部
・
道
路
類
)
」

も
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ま
づ
初
稿
本
段
階
で
は
「
者
、
緯
作
練
。

天
文
本
同
。
林
本
作
縫
、
並
非
。
今
従
伊
勢
本
[
]
改
。
輿
康
韻
合
」

と
記
さ
れ
、
傍
線
部
分
は
抹
消
の
印
が
あ
っ
て
、
本
文
か
ら
「
校
翁
」
に
切

り
出
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
①
の
書
き
入
れ
と
し
て

「
山
田
本
練
作
練
。
下
総
本
作
縫
。
按
[
]
胡
練
、
輿
東
嶺
合
。
在
去

聾
四
絡
。
経
緯
同
字
。
在
平
聾
三
錘
。
作
練
、
作
縫
、
骨
誤
。
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
②
③
で
は
正
文
化
さ
れ
て
い
る
。
提
示
本
文
の
字
を
「
絡
」
と
す
る

か
、
「
緯
」
と
す
る
か
と
い
う
立
場
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
初
稿
本
で
は

「
校
謁
」
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の
を
、
二
稿
本
以
降
r
集
注
」
本
文

に
移
動
さ
せ
た
例
で
あ
る
。

「
相
工
俗
云
相
人
相
昔
<
八
字
、
諸
唐
本
正
文
。
今
依
例
改
為
分
注
>



r枚副及びr異健字刺の定位

(
巻
一
・
人
倫
部
「
相
工
」
)
」
は
、
⑨
に
も
同
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

抹
消
の
印
が
あ
-
、
①
に
「
諸
鹿
本
、
注
首
八
字
為
正
文
」
と
書
き
入
れ
ら

れ
、
書
の
r
集
注
」
本
文
に
お
い
て
正
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
変

更
が
、
以
下
鹿
本
の
み
に
存
す
る
「
工
匠
」
「
鍛
冶
」
「
陶
者
」
「
漁
子
」
「
漁

父
」
等
の
諸
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
に
該
当
す
る
も
の
は
、
例
え
ば
、
①
本
文
に
「
下
総
本
、
標
目
正
文
姫

下
並
有
女
字
非
。
鹿
本
[
無
]
脱
音
注
(
巻
1
・
人
倫
部
「
姫
」
)
」
と
あ
る

も
の
が
、
切
-
出
さ
れ
て
②
④
の
校
翁
に
「
説
文
云
姫
<
下
総
本
標
目
正
文

姫
下
有
女
字
非
>
」
「
於
屡
反
<
唐
本
脱
音
注
>
」
の
二
項
日
に
な
っ
て
い

る
。内
2
4
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
「
鹿
本
脱
説
文
以
下
十
七
字
」
の
校
異
は
、
①

に
お
い
て
、
正
行
に
浄
書
さ
れ
る
が
、
②
で
は
抹
消
の
印
が
つ
け
ら
れ
、
②

に
「
説
文
云
市
<
以
下
十
七
字
、
鹿
本
皆
脱
>
(
巻
三
・
居
鹿
部
「
韓
」
)
」

と
切
り
出
さ
れ
る
。

「
董
在
覆
東
屋
也
<
鹿
本
、
在
上
有
言
字
。
蒙
作
家
。
並
非
是
>
(
巻

三
・
居
鹿
部
・
屋
宅
具
「
董
」
)
」
の
項
目
は
、
②
⑤
⑦
⑧
に
存
在
す
る
が
、

こ
の
内
容
は
内
2
4
の
書
き
入
れ
と
し
て
「
唐
本
、
在
上
有
字
。
蒙
作
家
。
並

非
是
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
①
③
の
注
本
文
に
正
文
化
さ
れ
、
内
2
8
に
も
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
②
の
注
本
文
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
は
、
②

の
「
校
讃
」
の
み
に
こ
の
内
容
が
あ
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
.

「
柱
貰
也
三
字
、
山
田
本
脱
。
那
波
本
同
(
巻
三
・
居
鹿
部
・
屋
宅
具

「
欄
額
」
)
」
も
、
②
⑤
⑦
⑧
の
み
に
存
在
す
る
が
、
こ
の
内
容
は
内
2
4
に

「
蕎
無
柱
貫
也
。
鹿
本
同
。
今
従
伊
勢
本
、
林
本
、
天
文
本
増
」
と
書
き
入

れ
ら
れ
た
も
の
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
内
2
4
の
書
き
入
れ
後
、
こ

れ
を
「
校
翁
」
に
位
置
付
け
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
を
示
す
.
と
こ
ろ
が
、

①
に
は
「
柱
貫
也
三
字
、
山
田
本
脱
。
那
波
本
同
、
非
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
、

さ
ら
に
③
、
内
2
8
で
は
正
文
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
か
ら
内
2
8
の
流

れ
に
お
い
て
は
、
こ
の
内
容
は
注
本
文
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

③
は
そ
れ
を
承
け
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
②
の
注
本
文
に
は
こ
の
内

容
は
焦
-
、
②
の
「
校
詣
」
の
み
に
、
こ
の
内
容
が
存
在
す
る
の
と
対
応
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
2
4
に
お
い
て
「
着
」
に
対
す
る
校
異
と
し
て
記
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
①
以
降
は
「
山
田
本
」
の
異
文
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
「
山
田
本
」
の
校
異
書
き
入
れ
の
時
点
で
は
提
示
本
文
が
す
で
に
確
定

し
て
お
り
、
「
着
」
と
い
う
異
同
の
示
し
方
を
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
い

う
、
書
き
入
れ
段
階
を
示
す
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
、
「
校
翁
」

の
位
置
付
け
の
変
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
離
々
<
山
田
本
不
畳
。
那
波
本
同
、
非
是
>
(
巻
三
・
垣
糖
類
「
範
」
)
」

も
、
内
2
4
に
「
蕎
不
畳
難
字
。
唐
本
同
。
-
」
と
記
さ
れ
、
抹
消
の
印
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
.
そ
れ
が
、
②
⑤
⑦
⑧
に
お
い
て
、
「
校
詣
」
に
位
置
付
け

ら
れ
た
も
の
で
、
先
の
例
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

イ
に
該
当
す
る
項
目
の
増
補
は
、
巻
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

一
②
に
最
も
項
目
内
容
が
多
い
の
で
、
京
大
本
が
②
に
依
拠
し
て
い
な
い
巻
に

お
い
て
、
増
補
が
多
-
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
、
r
校
翁
j
及
び
r
異
債
字
耕
j
の
成
立
過
程
を
追
い
、
そ
の
定
位

!
重
=



を
試
み
た
が
、
各
健
の
内
容
の
読
解
を
通
し
て
、
個
々
の
異
同
の
意
味
を
判

断
し
て
い
-
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
注
記
】

I
r
古
辞
書
の
研
究
し
1
九
五
五
年
講
談
社

2
「
異
体
字
研
究
資
料
集
成
J
巻
十
解
説
一
九
七
五
年
雄
山
閣

3
r
倭
名
類
衆
抄
集
注
」
の
一
考
察
-
稿
本
の
概
要
と
活
字
本
の
誤
脱
I
(
r
和
名

抄
の
新
研
究
J
一
九
八
四
年
桜
親
社
)

4

2

に

同

じ

5
「
倭
名
類
末
抄
集
注
の
異
本
に
つ
い
て
」
(
1
九
七
八
年
r
書
物
の
趣
味
」
三
)

不破浩子

987610

注
2
・
3
に
同
じ

注
I
の
一
四
四
頁

「
倭
名
顛
末
抄
」
(
東
京
大
学
国
語
資
料
叢
書
)
解
蓮

川
瀬
l
馬
氏
が
、
r
和
名
類
釆
抄
訂
本
J
(
古
辞
書
叢
刊
)
の
解
蓮
の
中
で
、
巻

二
の
み
他
の
巻
と
用
紙
や
本
の
体
裁
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
も
、
巻
二
が
異
な
る
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

拙
稿
r
和
名
類
衆
抄
訂
本
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
」
(
r
長
崎
大
学
教
養
部
創
立

三
十
周
年
記
念
論
文
集
」
一
九
九
五
年
三
月
)
(
一
九
九
六
年
四
月
三
〇
日
受
理
)

-
三
四
-


